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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第26期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第25期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
６月30日

自平成19年
４月１日
至平成20年
３月31日

売上高（千円） 3,013,890 11,926,186

経常利益（千円） 682,478 2,995,835

四半期（当期）純利益（千円） 332,883 1,697,049

純資産額（千円） 25,217,219 25,336,225

総資産額（千円） 29,563,045 29,600,557

１株当たり純資産額（円） 26,947.43 27,074.60

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
355.72 1,805.64

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ －

自己資本比率（％） 85.3 85.6

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
489,144 2,034,153

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△5,098,371 △1,555,513

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△441,443 △661,198

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
10,272,761 15,326,142

従業員数（人） 619 569

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２. 売上高には、消費税等は含んでおりません。　

３. 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

 当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。　

３【関係会社の状況】

　当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

　 平成20年６月30日現在

従業員数（人） 619 (530)

　（注）１．従業員数は就業人員（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの出

向者を含む。）であります。

２. 契約社員、準社員、常用パートは（　）内に当第１四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載しておりま

    す。

(2）提出会社の状況

　 平成20年６月30日現在

従業員数（人） 159  

　（注）従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む。）であり、臨時

　　　　従業員数は従業員数の100分の10未満であるため、記載しておりません。　　
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第１四半期連結会計期間の生産実績については、単一セグメントのため品目区分別に記載しております。

品目別
当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

人工透析類 （千円） 1,286,306

静脈留置針（麻酔）類 （千円） 588,597

アンギオ類 （千円） 1,028,007

合計 （千円） 2,902,911

　（注）１．金額は平均販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）受注状況

　当社グループは見込み生産を行っているため、該当事項はありません。

(3）販売実績

　当第１四半期連結会計期間の販売実績については、単一セグメントのため品目区分別に記載しております。

品目別
当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

人工透析類 （千円） 1,351,524

静脈留置針（麻酔）類 （千円） 540,052

アンギオ類 （千円） 1,105,692

その他 （千円） 16,621

合計 （千円） 3,013,890

（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態及び経営成績の分析】

（１）業績の状況　

　　　当第１四半期連結会計期間における我が国経済は、サブプライムローン問題による米国経済の減速、原油・穀

　　物等原材料価格の高騰に伴う物価上昇等により、景気の減速傾向は一層強まり、先行き不透明な状況が続いてお

　　ります。当社の属する医療関連業界におきましては、急激な国民医療費の増加を抑制し、より良質で効率的な医

　　療を享受する制度を構築する目的で医療制度改革が進展しており、定期的に医療材料の償還価格改定が実施され

　　ております。本年４月にも価格改定が行われており、引続き厳しい状況が続いております。

　　　このような事業環境下で、当第１四半期連結会計期間の連結売上高は、3,013,890千円、連結営業利益は、

　　653,610千円、連結経常利益は、682,478千円、連結四半期純利益は、332,883千円となりました。

　　

　　　　　当社の商品区分である品目別の売上高は、以下の通りであります。

　　　　人工透析類におきましては、安全機構付人工透析用留置針の数量増加に伴い、1,351,524千円、静脈留置針類に

　　　　おきましては、止血弁付安全静脈留置針が好調であり、540,052千円となりました。アンギオ類におきまして

　　　　は、海外販売数量の減少等の要因により、1,105,692千円となっております。　

（２）キャッシュ・フローの状況

  　　当第１四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）の残高は、以下に記載の

　　キャッシュ・フローにより、前連結会計年度に比べ5,053,380千円減少し、当第１四半期連結会計期間末には

　　10,272,761千円となりました。

　

　　　当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

　　　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　　　営業活動の結果得られた資金は489,144千円となりました。内訳の主なものは、税金等調整前四半期純利益の

　　685,592千円と、法人税等の支払584,413千円等であります。

 

　　　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　　　投資活動の結果使用した資金は5,098,371千円となりました。これは主に、預入期間が３か月を超える定期預

　　金の預入れによる支出5,000,000千円であります。

 

　　　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　　　財務活動の結果使用した資金は441,443千円となりました。内訳は、配当金の支払額であります。

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　　　当第１四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。 

（４）研究開発活動

　　　当第１四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、43,314千円であります。

　　なお、当第１四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。 
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

　

　

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画した重要な設備の新設、除却等について、重要な変

更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

　①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 3,376,000

計 3,376,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現在
発行数（株）
（平成20年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成20年８月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 944,000 944,000 ジャスダック証券取引所 （注）

計 944,000 944,000 － －

（注）普通株式は完全議決権株式であり、権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式であります。　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

　平成20年４月１日～

　平成20年６月30日
－ 944,000 － 1,241,250 － 10,378,585

　

（５）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。　
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（６）【議決権の状況】

　　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

　載することができないことから、直前の基準日（平成20年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

　す。

①【発行済株式】

　 平成20年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式       8,200 ― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式  　 935,760 93,576

権利内容に何ら限定の

ない当社における標準

となる株式

単元未満株式 普通株式          40 ― ―

発行済株式総数              944,000 ― ―

総株主の議決権 ― 93,576 ―

②【自己株式等】

　 平成20年６月30日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

メディキット

株式会社

東京都文京区湯島

一丁目13番2号
8,200 ―   8,200  0.87 

計 － 8,200 ―   8,200 0.87

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成20年４月 ５月 ６月

最高（円） 21,980 21,500 21,000

最低（円） 21,000 20,500 19,390

　（注）最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。
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３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平

成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けて

おります。

　なお、新日本有限責任監査法人は、監査法人の種類の変更により、平成20年７月１日をもって新日本監査法人から名

称変更しております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末に係る要約
連結貸借対照表

（平成20年３月31日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 12,774,534 8,829,244

受取手形及び売掛金 2,962,018 2,909,401

有価証券 1,998,227 5,996,898

金銭の信託 500,000 500,000

商品 11,932 19,010

製品 562,709 588,197

原材料 270,685 259,645

仕掛品 759,046 666,938

繰延税金資産 227,185 176,192

その他 144,199 147,478

貸倒引当金 △302 △298

流動資産合計 20,210,237 20,092,709

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※2
 2,997,025

※2
 3,049,587

機械装置及び運搬具（純額） ※1, ※2
 1,219,366

※2
 1,365,307

工具、器具及び備品（純額） ※2
 1,136,810

※2
 1,152,491

土地 ※1
 1,963,760

※1
 1,974,652

建設仮勘定 479,866 422,553

有形固定資産合計 7,796,830 7,964,593

無形固定資産 194,133 204,074

投資その他の資産

投資有価証券 572,699 523,212

長期貸付金 19,129 19,719

保険積立金 100,979 100,979

繰延税金資産 594,754 619,014

その他 74,394 76,370

貸倒引当金 △113 △115

投資その他の資産合計 1,361,844 1,339,180

固定資産合計 9,352,807 9,507,848

資産合計 29,563,045 29,600,557
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末に係る要約
連結貸借対照表

（平成20年３月31日）

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,244,382 1,263,237

未払法人税等 340,781 536,266

賞与引当金 138,083 263,616

その他 782,607 360,044

流動負債合計 2,505,854 2,423,164

固定負債

退職給付引当金 339,874 339,191

役員退職慰労引当金 923,395 921,094

その他 576,702 580,882

固定負債合計 1,839,971 1,841,167

負債合計 4,345,825 4,264,332

純資産の部

株主資本

資本金 1,241,250 1,241,250

資本剰余金 10,378,585 10,378,585

利益剰余金 13,741,003 13,876,016

自己株式 △190,344 △190,344

株主資本合計 25,170,494 25,305,507

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 51,712 22,772

為替換算調整勘定 △4,986 7,945

評価・換算差額等合計 46,725 30,717

純資産合計 25,217,219 25,336,225

負債純資産合計 29,563,045 29,600,557
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日)

売上高 3,013,890

売上原価 1,612,720

売上総利益 1,401,170

販売費及び一般管理費 ※1
 747,560

営業利益 653,610

営業外収益

受取利息 19,296

受取配当金 4,211

受取地代家賃 6,765

その他 7,335

営業外収益合計 37,608

営業外費用

支払利息 3,445

為替差損 5,059

その他 234

営業外費用合計 8,740

経常利益 682,478

特別利益

助成金収入 51,870

その他 3,074

特別利益合計 54,944

特別損失

固定資産除却損 499

固定資産圧縮損 50,326

その他 1,004

特別損失合計 51,831

税金等調整前四半期純利益 685,592

法人税、住民税及び事業税 399,989

法人税等調整額 △47,281

法人税等合計 352,708

四半期純利益 332,883
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 685,592

減価償却費 199,335

固定資産除売却損益（△は益） △1,570

退職給付引当金の増減額（△は減少） 747

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 2,301

貸倒引当金の増減額（△は減少） 2

賞与引当金の増減額（△は減少） △125,533

受取利息及び受取配当金 △23,507

支払利息 3,445

助成金収入 △51,870

固定資産圧縮損 50,326

売上債権の増減額（△は増加） △51,214

たな卸資産の増減額（△は増加） △75,837

仕入債務の増減額（△は減少） 27,464

その他 426,864

小計 1,066,546

利息及び配当金の受取額 18,701

利息の支払額 △11,689

法人税等の支払額 △584,413

営業活動によるキャッシュ・フロー 489,144

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △5,000,000

有形固定資産の取得による支出 △168,537

有形固定資産の売却による収入 18,577

貸付金の回収による収入 590

差入保証金の差入による支出 △1,158

差入保証金の回収による収入 644

助成金による収入 51,870

その他 △358

投資活動によるキャッシュ・フロー △5,098,371

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △441,443

財務活動によるキャッシュ・フロー △441,443

現金及び現金同等物に係る換算差額 △2,710

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △5,053,380

現金及び現金同等物の期首残高 15,326,142

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 10,272,761
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

１．会計処理基準に関する事

項の変更

（１）重要な資産の評価基準及び評価方法

　　の変更

　　たな卸資産

　　通常の販売目的で保有するたな卸資産

　については、従来、主として総平均法に

　よる原価法によっておりましたが、当第

　１四半期連結会計期間より「棚卸資産

　の評価に関する会計基準」（企業会計基

　準第９号　平成18年７月５日）が適用さ

　れたことに伴い、主として総平均法によ

　る原価法（貸借対照表価額については収

　益性の低下に基づく簿価切下げの方法）

　により算定しております。

　　これにより、営業利益、経常利益及び

　税金等調整前四半期純利益は、それぞれ

　7,458千円減少しております。

（２）「連結財務諸表作成における在外子

　　　会社の会計処理に関する当面の取扱

　　　い」の適用

　　当第１四半期連結会計期間より「連結

  財務諸表作成における在外子会社の会計

  処理に関する当面の取扱い」（実務対応

  報告第18号　平成18年５月17日）を適用

  しております。

　　これによる、四半期連結財務諸表に与

　える影響はありません。

【簡便な会計処理】

　
当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

　棚卸資産の評価方法 　当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の

算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結

会計年度末の実地棚卸高を基礎として合理

的な方法により算定する方法によっており

ます。　
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

※１　圧縮記帳

　　  圧縮記帳により次の金額を取得価額から控除してお

　　ります。

　      機械装置及び運搬具　　　　　　　50,326千円

        土地　　　　　　　　　　　　　　50,000千円　　

※２　有形固定資産の減価償却累計額は、7,213,590千円

　　であります。

　

※１　圧縮記帳

　　　圧縮記帳により次の金額を取得価額から控除してお

　　ります。

　　　　土地　　　　　　　　　　　　　　50,000千円 

 

※２　有形固定資産の減価償却累計額は、7,051,041千円

　　であります。

　

（四半期連結損益計算書関係）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

　　　次のとおりであります。　

　　　給料手当　　　　　　　　　　　　201,976千円

　　　賞与引当金繰入額　　　　　　　　 63,203千円

　　　役員退職慰労引当金繰入額　　　　　2,301千円

　　　 退職給付費用                     14,903千円

　　　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

　　　借対照表に掲記されている科目の金額との関係　

　　　　　　　　　　　　　　（平成20年６月30日現在）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（千円）

現金及び預金勘定 12,774,534　

預入期間が３か月を超える定期預金 △5,000,000

有価証券 1,998,227

金銭の信託 500,000

現金及び現金同等物 10,272,761
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（株主資本等関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成20年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至　

平成20年６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　　　　　　944,000株

　

２．自己株式の種類及び株式数

　　普通株式　              8,207株

　　　　　　　　　　　　　

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

　

４．配当に関する事項

　配当金支払額

（決議）
株式の種類

配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年６月27日

定時株主総会
普通株式 467,896 　　　500 平成20年３月31日平成20年６月30日 利益剰余金
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

　当第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年６月30日）

　当連結グループは同一セグメントに属する医療機器の製造・販売を行っており、当該事業以外に事業の種類

がないため該当事項はありません。

【所在地別セグメント情報】

　当第１四半期連結累計期間（自平成20年４月1日　至平成20年６月30日）

　本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報の

記載を省略しております。

【海外売上高】

 　 当第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年６月30日）

　  海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。

（有価証券関係）

 当第１四半期連結会計期間末（平成20年６月30日）

 満期保有目的の債券で時価のあるものが、事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前連結会計年度

の末日に比べて著しい変動が認められます。　

　
四半期連結貸借対照表
計上額（千円）

時価（千円） 差額（千円）

(1）国債・地方債等 1,998,227 1,998,283 55

　合計 1,998,227 1,998,283 55

　

（デリバティブ取引関係）

　当第１四半期連結会計期間末（平成20年６月30日）

　当社グループはデリバティブ取引を全く利用していないため、該当事項はありません。
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（ストック・オプション等関係）

当第１四半期連結会計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）

該当事項はありません。　

EDINET提出書類

メディキット株式会社(E02354)

四半期報告書

19/23



（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 26,947.43円 １株当たり純資産額 27,074.60円

２．１株当たり四半期純利益金額等

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 355.72円

　　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に

　ついては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

　ん。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額  

四半期純利益（千円） 332,883

普通株式に係る四半期純利益（千円） 332,883

期中平均株式数（千株） 935

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。
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２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年８月13日

メディキット株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 大　橋　洋　史　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 湯　浅　信　好　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているメディキット株式会

社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成

20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結

キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査

法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、メディキット株式会社及び連結子会社の平成20年６月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）１.　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半

 期報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２.　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。
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